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電磁気圏 
•  主として，高度約100 kmから惑星間空間
にいたる電離大気（プラズマ）が広がる領
域のダイナミックな現象を対象． 

•  地球の内部において電気が流れやすくなっ
ている領域も対象． 

•  地球の磁場の存在がものごとの理解に大き
く関わってくる領域が電磁気圏． 

•  惑星が磁場をもつ場合，その周辺領域も研
究対象． 



テーマの決め方・研究の進め方 
•  ４月に６名の教員がそれぞれ複数のテーマ
を提案・説明   à テーマ決定 

 
•  以下を通して研究を進める． 
– 担当教員との定期的な discussion 
– 年間を通した英語テキストの輪講（週１回） 
– 年４回の研究発表（研究計画，中間，単位認定，
最終）　 



オーロラ地上観測と人工衛星 
観測に基づく太陽風・磁気圏 
結合過程と高緯度電離圏の現象

の解明（田口） 



国際宇宙ステーションからの撮像
観測とGPS/TECによる中低緯度
電離圏と中間圏の現象の解明 

（齋藤） 



下層大気起源の宇宙空間電流　
構造の解明（家森） 

ヨーロッパが打ち上げた精密磁場観測衛星 SWARMのデータ解析と，地上 
各地で磁場および微気圧観測を行う．それを基に，下層大気で生成された 
中性大気波動が宇宙空間プラズマ中の電磁場に変換されるメカニズムを 
考察する． 



地球磁場の内外分離による全球　
電磁誘導の解析（藤） 



地磁気日変化の成分別挙動 
（竹田） 



内部磁気圏の電流構造とプラズマ
流入の関連性の解明（能勢） 


